
新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

さて、最近「働き方改革」という号令の下、労働時間が制限され残業代が切られ,収入が激減したので生活出来ないという

悲鳴が「日常生活になくてはならない仕事に就いてる人：所謂エッセンシャルワーカー」から聞こえてきます。

働く時間を少なくして給料が増える所以（ゆえん）はなく、円安で食料品はじめ生活必需品の値段は上がり生活しづらく

なっているのが現状です。「稼ぐに追いつく貧乏なし」と云いますが稼ごうにも稼げない変な時代になったものです。

輸出を中心にしている自動車産業等の大企業は円安で売上も増加、利益も増し

内部留保金も貯め込んでいるので、賃金アップでの労働者への還元は可能かと

思いますが、国内の需要を担う製造業などの中小企業は、円安による物価高騰、

そして毎年実施される最低賃金の引き上げで経費ばかりが上り、加えて人口減少

やコロナ禍による需要の落ち込みに売上は低下し、正に青色吐息の状況です。

巷の「賃金引上げ」という景気の良いマスコミ報道で、先行き不透明で

倒産する前に廃業する道を選ぶ経営者も少なくなく、「事業承継支援」などという

事業も現れ、中小企業の経営体の継続すら危ぶまれる今、所謂フリーランス農家も含めた自営業者、そして中小企業の社

長等は労働基準法の適用外ということもあり、昼夜を通して働きどうにか生活、そして経営を守っているといった感じです。

中小企業ばかりの地方の市町村自治体は、正に消滅の危機に晒されていると思います。

中小企業の労働者は、働き方改革の下、超過勤務が制限され、「１０３万円の壁」「１３０万円の壁」などという「収入の

壁」でも働き方が制限され、正規雇用よりもパートやアルバイトでの働き方がどんどん増えている状況です。

会社が社員の副業を認めるようになったことは自由労働と云えるか思いますが、主たる職業だけでは収入が足りず

アルバイトなどの副業をしなければ生活できない、そんな不安定な労働市場にすることが果たして「働き方改革」と

云えるでしょうか？

好まない労働を強要され過重労働による「過労死、自殺」が問題視されるため、労働時間の遵守、労働安全徹底、

労働環境の改善などの目的で自由な労働が制限される結果、働いても、働いても食えない可笑しな現代労働市場を

どうかして貰いたい！と政治に期待したいと思いますが？

果たして日本の政治家は何処まで国民の苦しみを知っているのか？？ 家老洋
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【年賀状休止のお知らせ】

2024年から年賀状による新年のご挨拶を失礼させていただく事といたしました。
何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。

★栃尾ショッピングモール「トッピィ」：赤飯販売
・12月29日(金) と２０２４年１月３０日(火)    10：00～
とちおしょうゆ赤飯 ４００円
※地元三崎屋の醤油と栃尾産もち米を使った、当店自慢の醤油赤飯です。
★アオーレ長岡：お弁当販売
１月の出店日、メニュー等はUNEホームページか直接電話にてご照会ください。

キッチンカー「畝家」出店情報！



お申込み、お問い合わせはUNEまでメール(une_aze@yahoo.co.jp)

または電話(平日9:00-16:00 0258-86-8121)をお願いします。

「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会の実現」をテーマに開催される本セミナーで、

UNEがこれまで取り組んできた「福祉市民体験農園 OasisR」での活動状況をもとに、

農業で繋げる交流や協働精神を学び、農業の今後について一緒に考えていきます。

「2024ながおかワーク&ライフセミナー」開催のお知らせ！

--- ノウフクで運営する「福祉市民体験農園OasisR」 開催日程 ---

日 時  ：2024年2月２4日(土) 13：30～16：30

場 所  ：ミライエ長岡 ミライエステップ（長岡市大手通2丁目３-10）

会 費  ：無料

問い合わせ、申し込み：長岡地区労働者福祉協議会 事務局 連合中越地域協議会

ＴＥＬ 0258-８６-０１１１ （平日：9：00～17：00） FAX 0258ｰ８６ｰ０８８４

メール nagaokarouhukukyou@gmail.com

(主催：長岡地区労働者福祉協議会    開催：特定非営利活動法人UNE)

夏の猛暑、渇水を乗り越えて、今年もコシヒカリの系譜を辿る、ヒカリ三代試食会を行います。

【従来コシヒカリ】、父の【農林１号】、母の【農林２２号】曽祖父の【亀ノ尾】、

そして、【コシヒカリBL】。米5種類の炊き立てごはんの試食会を開催します。
----日 程----

日 時：２０２4年１月１8日（木）１１：００～１３：３０

会 場：ＵＮＥＨＡＵＳ（長岡市一之貝８６９番地 ☎0258-86-8121）

参加費：２，０００円（当日ご持参ください。）

申込み：１月１6日（月）まで電話にて氏名、所属、住所、電話をお知らせ下さい。

備 考：米の話、そして、みなさんの感想なども述べていただきながら会を進めます。

１２月１４日の新酒どぶろく飲む会が大変好評でしたので、次回は２月９日（金）「肉の日」に

雪中貯蔵したどぶろく雪中壱乃界を雪かまくらの中で飲みたいと思います。約2か月もの間

雪の中で眠らせたどぶろくは、普段とはまた違った美味しさです。また、肉の日ですので、

肉を火で炙って食べるイベントも併せて実施します。是非、ご参加ください。

--- 「新酒どぶろく飲む会」 開催日程 ---

日 時  ：2024年2月9日(金) 18：00～

会 場 ：ＵＮＥＨＡＵＳ（長岡市一之貝８６９番地）

参加費 ：３，０００円(税込、当日ご持参ください。)

申込み ：電話またはメールにて、氏名、所属、住所、連絡先をお知らせ下さい。

「雪中どぶろくを飲む会」を開催予定です！

「ヒカリ三代試食会」を開催します！

～ 先月の活動報告 ～

１月14日に行われたどぶろく飲む会では一之貝地区や長岡市内、遠方は岩室

方面からもお客様が来られ、総勢22名での開催となりました。 

お出ししたどぶろくは、その日に瓶詰めしたばかりの火入れをしていない生どぶろく

で、口の中でも発泡感を楽しんでもらえるものでした。 料理も小林料理長が腕により

をかけて作ってもらったもので、どぶろくとの相性も抜群でした。 

これらのどぶろく、料理を楽しんでもらいながら、農業の現状や展望について

侃々諤々と意見交換の場となり、大いに盛り上がりました。

今年も「どぶろく飲む会」を開催しました！



🛍 買い物送迎サービス＜原信・コメリ等＞ 1月１１日（木）、25日（木）

♨ 温泉送迎サービス＜おいらこの湯＞ 1月16日（火）
１３：１０ 軽井沢集落開発センター→１３：１５ ウネハウス→１３：２０ 荷頃地区センター

帰還は１５：３０頃です。

無料でＧＯ！

今月の送迎サービス予定

◇ご利用希望の方は前日までにウネにご予約ください。
◇病院送迎はサービス会員対象となり、会員は随時募集しています。
どうぞお気軽に問い合わせ下さい。

🏥 病院送迎サービス：希望時間に送迎します。 （８：００～１６：００）

UNEと地域活動支援センターUNEHAUSの年末年始のお休みは

・2023年１２月３０日（土）～2024年１月８日（月）です。

💛新年は１月９日（火）より通常営業いたします。 よろしくお願いいたします。

年末年始のお休みについて

おかげさまで2023年も一年、無事に年末を迎えることができました。

これから冬本番となりまだまだ油断できませんが、皆様が穏やかな年末年始を過ごし、気持ちを一新し新年を

迎えられることを心よりお祈りいたします。

風邪やインフルエンザも流行のピークを迎えておりますので、どうぞお体に気を付けてお過ごしください。

2024年もUNE及びUNEHAUSをよろしくお願いいたします。 編集：内山

今年も一年お世話になりました

UNEでは、今から８年前に里山に自生するクロモジという木を採取し、薬用酒のメーカーに卸すこと、所謂 種を播いて

栽培するこれまでの慣行農業に対して、独自に「採取農業」と命名し、これまで梅、熊笹、ヨモギ、ドクダミ、そして

イチョウ葉等を採取し、野草酵素のメーカーや酒蔵等に卸してきました。

慣行農業に比べ、採取農業の優位性は、自生する物を採取するので、慣行農業のような播種（はしゅ）、育生、灌水（かん

すい）、除草、消毒、調整、包装等と云う作業段階はなく、加えて、稲作で云えば、田植え機やコンバイン、乾燥機、精米機

などの器械類はほとんど不要です。

また、薬用酒や野草酵素のメーカーは全量を買ってくれ、そして買取価格は年度当初に

決め、また年々価格を上昇して貰っていることで、これまで採取量を増やしてきました。

春先からヨモギの若葉、梅雨時の熊笹、梅、夏からのヨモギ、ドクダミ、イチョウ葉、

そして初冬のクロモジと云った具合で年間を通じて採取・出荷出来ることも利点です。

また、採取作業は経験が無くても誰もが携わることが出来、そして参加する人数に

関わりなく、大勢でも一緒にやることが出来るということから、ハンディキャップのある

障害者、高齢者、生活困窮者（生活保護、ひきこもり、外国人）なども容易に作業参加出来ることが利点です。

効率性、作業精度等を高めるために常に作業の内容を見直し、器械、道具を使用したり、適材適所の人員配置をしたり、

様々な工夫、努力をし続けたことで、労働生産性は格段に向上してきました。

今後UNEは「採取農業」に特化し、大勢の人たちと一緒に活動して行きたいと思っていますので、是非、地域のみなさん、

興味あるみなさんから応援いただきたいと思っています。何卒宜しくお願い致します。

・・・ 採取事業の成果について ・・・

地元の方と一緒に視察研修へ行ってきました

11月21日、22日に福島県会津坂下町と阿賀野市へ農福連携の視察研修に

行ってきました。UNEに新しく入った職員、ボランティアの方も多く参加し、全部で

22名の参加者でした。

会津坂下町では農福連携の他、土の成分を分析し、施肥を行う「中嶋農法」の

お話を、阿賀野市ではエディブルフラワー(食べられる花)を栽培されている

脇坂園芸様で、現場視察と障がい者施設とのかかわり方のお話を伺いました。

今回は地元の方とUNEの新しい顔ぶれが一緒になって旅行できた楽しい研修と

なりました。
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